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研究成果の概要（和文）： 

 

本研究では，初級・中級・上級の外国語としての日本語の授業を対象として，学習者の発

話量と発話の質，教師のインプットと訂正フィードバック，参加者間のインターアクション，

そして，インターアクション中に注意を向ける内容について，授業活動のタイプをもとに分

析した。そして，これらの結果を，これまで印欧語でしかなされていない先行研究の結果と

比較をし，日本語の授業の特徴を明らかにするとともに，指導の課題について考察した。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
 

The present study aims at identifying the characteristic of interactions in 
Japanese-as-a-foreign-language (JFL) classrooms from multiple perspectives. The recoded 
classroom data from beginning-, intermediate-, and advanced JFL classrooms as well as 
pair-work interactions recorded in and outside of classrooms are analyzed in terms of 
quality and quantities of leaner production, teacher input and error corrections, amount 
of negotiation of meaning and forms, and task types.  The results are compared with 
previous studies in English and other European languages. 
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１． 研究開始当初の背景 

Krashen（1982）がインプット仮説を提

唱して以来，欧米の英語教育（ESL）や外

国語教育（FL）の分野では，学習者に向け

られた言語（インプット）の特徴と習得の

関係，学習者と教師，学習者同士のインタ

ーアクションの習得への効果，明示的文法

説明の効果，コミュニカティブ・タスクと

学習者の産出（アウトプット）の関係など，

教室活動や指導法に関わる様々な研究が

行われている。先行研究から，言語運用能

力に役立つのは，言語に関する明示的知識

ではなく，暗示的な知識であることがわか

っている。また，明示的知識は文法説明な

どで得られるが，暗示的知識の構築には不

十分であることや，暗示的知識の構築には

インターアクションが重要な役割を果た

すことが分かっている。特に会話中に発話

の問題が生じた時，お互いの意味や言語形

式について確認，訂正を促すといった行動

（意味交渉・形式の交渉）が言語知識の内

在化に貢献することが分かっている。そし

て，意味交渉や形式の交渉の頻度や内容は，

教師の主導権をとる授業活動かそうでな

いものによることや，ペアやグループで行

うタスクの特徴によって異なることが報

告されている。例えば，ペアワークではペ

ア同士が不完全な情報を有し，話し合いに

よって共有していく双方向性タスクは，ペ

アの一人がすべての情報を有し，相手に伝

達する一方向性タスクより効果的である

とされてきたが，近年，タスクの難易度に

よっては，一方向性タスクの方がより多く

の意味交渉を生み出すという研究結果も

報告されている。これらの研究の殆どは

ESL やスペイン語，フランス語のイマージ

ョンプログラムなどで行われており，研究

手法としては，実験，授業観察記録を用い

た授業活動分析，会話・談話分析など多岐

にわたる。日本語でも，リキャストと呼ば

れる訂正フィードバックの認知的実験な

どのフィードバックに関する研究が行わ

れているが，教室活動全体を通して総合的

に意味交渉やフィードバックについて分

析した研究は，国内外を問わず，まだ十分

行われていない。また，日本語は，中級レ

ベルに達するのにスペイン語の約２倍か

ら３倍の授業時間を必要とするほど，欧米

の学習者にとって難しい言語の一つとさ

れ（FSI, 1999)，米国での印欧語と日本語

では授業活動は著しく異なる。従って，印

欧語での研究成果を日本語の教育現場に

そのまま当てはめることには問題がある。

このような現状から，日本語教育現場での

指導と習得の関係を体系的に比較研究す

ることは重要であると考えた。 

 
２． 研究の目的 

本研究での目的は以下の 3点である 

① 日本語の教室活動の特徴を量的に明ら

かにし，印欧語の先行研究と比較する 

② 日本語教育機関で，授業観察と授業活

動，教室内インプット・訂正フィード

バック及びペアワークの分析を通して，

学習者の発話や発話問題の解決ストラ

テジーや意味交渉が発話修正や言語習

得に及ぼす影響を分析する。 

③ ペアワークにおける，タスクタイプと

タスクの難易度がタスク遂行中のイン

ターアクションや意味交渉に与える影

響を分析する。 

 
３． 研究の方法 

本研究では米国の 2 つの大学で日本語の

初級から上級までの授業，計 45 時間分を



ビデオに収録した。また，これらの授業に

参加している学習者の内，15 名に IC レコ

ーダーを渡し，授業中の発話を録音しても

らった。さらに，授業外でペアワークタス

クを行ってもらい，発話を収録した。これ

らの収集したデータは，書き起こした後，

授業観察記録システム COLT を用いて授業

活動の形式，授業活動の目的，話し手と聞

き手の関係，発話の目的，インターアクシ

ョンタイプ，発話の長さ，形式，正確さ，

聞き手の反応形態などについてコード化

し，教室活動の特徴を探った。また，COLT

および先行研究をもとに，意味交渉の種類，

意味交渉の頻度，訂正フィードバックの種

類，訂正フィードバックの頻度，発話修正

の頻度と正確さなどについて分析した。 

 

４．研究成果 

本研究の成果は７つの学会発表，5 本の論

文，および報告書に的まとめた。本研究で

は，まず初級の日本語の授業の特徴を

COLT をもとに分析し，印欧語の授業と比

較した。その結果，日本語の授業は印欧語

と違って文法重視である反面，教師が学習

者に積極的に発話を促している点で異な

ることが分かった。 

次に，初級・中級・上級の授業で行われ

たペワワークの特徴を発話の長さ，正確さ，

流暢さをもとに分析し，言語能力やタスク

による違いがあるかどうかを調査した。そ

の結果，初級の授業では学習者の自発的な

発話を促す活動は少なく，学習者の注意が

正確さに向けられていることが分かった。

一方，中級と上級の授業では，学習者に自

由な発話を促す活動や，特定の文法項目に

注意させる活動が見られたが，学習者の注

意はあまり言語項目に向けられていない

ことが分かった。 

第三に，初級の授業の教師の訂正フィー

ドバックの使用傾向と成功率について調

査をした。その結果，教師は教師主導の授

業活動では，学習者の間違いの殆どに訂正

フィードバックをしており，修正率もフラ

ンス語のイマ―ジョンや英語のイマ―ジ

ョンのクラスより高いことが分かった。 

更に，イマ―ジョンのクラスで日本語の

みが使われる授業であったため，母語使用

が禁止されていない外国語教育の授業を

対象としてフィードバックの分析を行っ

た。しかしながら、両者において、学習者

の母語の使はほとんど見られなかった。こ

の場合，データサイズを 30 時間に増やし

て，教師の訂正フィードバックの特徴と効

果を測定し、以下の結果を得た。訂正フィ

ードバックの使用傾向と効果においては，

引き出しやリキャスト，メタ言語フィード

バックが使われる傾向が高かった。また，

引き出しの効果は教師に関わらず比較的

高かったが，リキャストの効果は教師によ

って差があることが分かった。更に、リキ

ャストは意味に焦点が当たった活動で、メ

タ言語フィードバックは文法に焦点が当

たった活動で使用されやすいことが分か

った。 
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